
定第８１号議案 

       

鹿児島市重度心身障害者等医療費助成条例一部改正の件 

                                     

鹿児島市重度心身障害者等医療費助成条例（令和６年条例第１号）の一部を次のように改正

する。 

                                     

令和７年１２月２日               提 出 

鹿児島市長 下 鶴 隆 央   

       

                                           

 

 

 

 

鹿児島市重度心身障害者等医療費助成条例の一部を改正する条例 

                                     

 第２条第５号中「同条第１７項」を「同条第１８項」に改める。 

付 則 

この条例は、公布の日から施行する。 

                                     

 

（提案理由） 

 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律の一部改正に伴い、関係条文

の整理をするものである。 

                                     

 

（参  照） 

                                     

鹿児島市重度心身障害者等医療費助成条例（抜粋） 

(定義) 

第2条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるとこ

ろによる。 

(1)～(4) 略す 

(5) 対象者 本市の区域内に住所を有する重度心身障害者、重度心身障害児、合併障害者



又は精神障害者(以下「重度心身障害者等」という。生活保護法(昭和25年法律第144号)に

よる保護を受けている者及び鹿児島市こども医療費助成条例(昭和48年条例第29号)に基づ

く医療費の助成を受ける者が現に監護する者を除く。)。この場合において、障害者の日

常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律(平成17年法律第123号)第5条第11項に

規定する障害者支援施設、独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園法(平成

14年法律第167号)第11条第1号の規定により独立行政法人国立重度知的障害者総合施設の

ぞみの園が設置する施設、児童福祉法第7条第1項に規定する児童福祉施設、障害者の日常

生活及び社会生活を総合的に支援するための法律第5条第6項の主務省令で定める施設、同

条第17項に規定する共同生活援助を行う住居、生活保護法第30条第1項ただし書の規定に

より同法第38条第2項に規定する救護施設、同条第3項に規定する更生施設、同法第30条第

1項ただし書に規定するその他の適当な施設、介護保険法(平成9年法律第123号)第8条第11

項に規定する特定施設、同条第25項に規定する介護保険施設、老人福祉法(昭和38年法律

第133号)第11条第1項第1号の規定により入所措置が採られて同法第20条の4に規定する養

護老人ホーム、職業能力開発促進法(昭和44年法律第64号)第15条の7第3項に規定する公共

職業能力開発施設又は学校教育法(昭和22年法律第26号)第78条の規定により設置された特

別支援学校の寄宿舎(以下「社会福祉施設等」と総称する。)のうち本市の区域内に設置さ

れている社会福祉施設等に入所している者で、当該社会福祉施設等に入所したため他の市

町村の区域内から本市の区域内に住所を移したものを除くものとし、他の市町村の区域内

に設置されている社会福祉施設等に入所している者で、当該社会福祉施設等に入所したた

め本市の区域内から他の市町村の区域内に住所を移したものは、なお、本市の区域内に住

所を有するものとみなす。ただし、重度心身障害者等に保護者がある場合において、その

保護者が他の市町村の区域内から本市の区域内に住所を移したとき、又はその保護者が本

市の区域内から他の市町村の区域内に住所を移したときは、この限りでない。 

(6)～(12) 略す 


